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○周辺環境
　当駅は、秋田と岩手の県境に位置し国道107

号線沿いにあり、秋田自動車道の横手ＩＣから

15分、湯田ＩＣから25分で到着します。秋田

県の東の玄関口として日本海と太平洋を結ぶ「平

和街道」の中継地点で古くから県境を超え交流

が盛んでした。県指定文化財「筏の大杉」や観 

光秋田三十景「鶴ケ池公園」などがあります。

また、山内は特産物が豊富で「いぶりがっこ」、

「山内にんじん」、「大沢ぶどう」、「山内そ

ば」、「いものこ」などがあり、毎年９月中旬

頃には「いものこ祭り」が開催されます。

○施設紹介
　当施設は、平成12年４月にオープンし、物販

産直施設、手打ちそば処農香庵、軽食コーナー、

休憩棟、木材加工工場、木工とそば打ち体験施

設があります。建物は秋田杉をふんだんに使用

した木造建築で、床にはケヤキのブロックを敷

き詰めており自然と木の温もりを感じられます。

○誘客促進・イベント等
（１）雪まつり（２月中旬）
　横手市かまくら祭の時期に合わせての開催で

す。観光かまくら体験・雪滑り台・あまえこ振

る舞い・豚汁販売・雪中宝探し大会・プレミア

ムいぶりがっこ樽出し即売会など、雪に関連し

たイベントで子供から大人まで楽しめます。

（２）山菜まつり（５月中旬）
　山内は山菜の宝庫です。４月中旬頃から多種

多様な山菜で店頭が賑わいます。そんな山菜を

テーマにしたイベントが山菜まつりです。つる
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つる山菜流しそば・山菜の天ぷら販売・山菜汁

振る舞い・山菜そば早食い競争・そば打ちアマ

チュア選手権大会等のイベントで大変賑わいが

あります。

（３）新そばまつり（10月中旬）
　地粉100％使用した手打ち十割そばと山内名

物いものこ汁のセットを三日間で2,500食販売

します。収穫されたばかりの玄そばを自家製粉

しておりますので、香りが格段に違います。

（４）農業体験型オーナー制度の開催（通年）
　道の駅さんないでは農業体験型オーナー制度

を設けています。山内の特産物であるそばをテー

マにした「そばオーナー」制度と、いものこを

テーマにした「いものこオーナー」をオープン

当初より実施しております。地場産特産物の消

費拡大と地域産業の活性化を目的として、会員

区画数も122区画に上り、収穫祭時にはご家族

で参加いただき毎年大盛況です。

○今後の課題
　一番の課題は直売所会員の高齢化による農業

従事者の減少です。後継者不足や若年層の都市

部への流出などにより、この先５年後には会員 

が激減しているのではないかと懸念しています。

今現在は直売所に入会する条件を山内地区に住

居があり、農産物を生産する畑が山内地区にあ

る事とし、地産地消をテーマにしておりますが、

将来的には入会の条件を外して横手市全体から

会員を募り商品の品揃えをしないと運営できな

いと思われます。

　特産物が衰退しこのままなくなってしまうの

は残念でなりません。冬場は夏場に比べて売り

上げがかなり落ち込み、地場産野菜等は全くな

くなります。事業展開として冬期間のハウス栽

培などの生産体制が必要になってくると思われ

ます。今後は様々な挑戦をして地元地域に愛さ

れるとともに、元気で明るく活気のある道の駅

を目指してまいります。

（レストラン一番人気の「満足セット」）

（いものこオーナー収穫祭）

【道の駅さんない】概要

設置者 横手市

運営主体 株式会社ウッディさんない

所在地 横手市山内土渕字小目倉沢34-8

電話番号 0182-56-1600

路線名 国道107号

登録年 平成11年

主要設備・ 
サービス概要

物販・産直施設、レストラン、軽食
コーナー、木工・そば打ち体験施設

駐車場
普通車97台、大型車５台、 
障害者用３台／計105台

営業時間

物販・産直施設9:00～19:00（11月～ 
３月9:00～18:00）、レストラン10:30～ 
19:00（同10:30～18:00）、軽食コーナー 
11:00～16:00（同11:00～15:00）

休館日
１月１・２日及びメンテナン
ス休館日あり
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